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平
成
29
年
３
月
定
例
会
は
、
２
月
20
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
の
26
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
条
例
改
正
案
13
件
、
平
成
28
年
度
各
補
正
予
算
案
６
件
、

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
予
算
案
８
件
、
人
事
案
１
件
な
ど
議
案
28

件
、
お
よ
び
諮
問
３
件
、
意
見
書
案
１
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
予
算
案
提
案
に
先
立
ち
、
市
長
よ
り
新
年
度
の
施
政
方
針
が
述
べ

ら
れ
、
そ
の
後
審
議
に
入
り
、
い
ず
れ
も
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

歳入内訳

市
税
は
前
年
度
比
3.0
％
増
の
63
億
２
０
５
８
万
円

  

積
立
金
か
ら
の
繰
入
と
繰
越
金
の
増
額

   
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
38
％
を
見
込
む

市
税
は
前
年
度
比
3.0
％
増
の
63
億
２
０
５
８
万
円

  

積
立
金
か
ら
の
繰
入
と
繰
越
金
の
増
額

   
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
38
％
を
見
込
む

平成29年度平成29年度 予算賛成多数で成立予算賛成多数で成立
一般会計 166億6千万円

歳入内訳性質別歳出

区　　　分

合　　計

自主財源

依存財源

6,320,578
1,314,253

500,000
527,912

2,080,000
2,743,338

879,919
750,000
587,000
957,000

16,660,000

37.9％
7.9％
3.0％
3.2％

12.5％
16.5％

5.3％
4.5％
3.5％
5.7％

100%

予算額 割合
　(単位：千円）

歳 入

歳 入 構 成歳 出 構 成

　
地
方
の
景
気
回
復
の
実
感
は
少

な
い
が
、
雇
用
環
境
の
改
善
の
兆

し
も
あ
り
、
市
税
は
３
％
増
の
見

込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
基
金
積
立
金
の
取
り
崩
し
と

繰
越
金
の
増
を
見
込
み
、
自
主
財
源
は

52
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
20
億
８
千
万
円
と
し
、

国
庫
支
出
金
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
の
38
％
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
債
は
13
億
87
百
万
円
予

定
し
、
そ
の
内
赤
字
地
方
債
と
言
わ
れ

る
臨
時
対
策
債
の
割
合
が
多
い
が
、
依

存
財
源
は
48
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　太
平

　泰
二
議
員

　
民
間
橋
上
駅
舎
建
設
を
最
優
先
す
る

一
方
で
、
安
心
・
安
全
な
予
算
が
減
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
大
中
落
河
川

改
修
工
事
28
年
度
は
３
７
３
７
万
８
千

円
で
し
た
が
、
継
続
す
べ
き
29
年
度
は

ゼ
ロ
、
ま
た
道
路
補
修
や
舗
装
工
事
も

１
千
万
円
減
ら
さ
れ
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　小
林

　啓
子
議
員

　
民
生
費
で
は
、
子
育
て
支
援
事
業
の

一
つ
と
し
て
祖
父
母
手
帳
作
成
経
費
が

新
た
に
計
上
さ
れ
、
消
防
費
で
は
、
防

災
力
向
上
の
た
め
の
無
人
航
空
機
ド
ロ

ー
ン
経
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
教
育

費
に
つ
い
て
は
、
市
内
全
小
中
学
校
に

エ
ア
コ
ン
設
置
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　小
河
原

　浩
和
議
員

　
平
成
29
年
度
予
算
は
、
第
５
次
幸
手

市
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
限
り
あ

る
財
源
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
配
分
さ

れ
、
子
育
て
や
教
育
、
福
祉
、
防
災
等
、

各
施
策
の
充
実
に
よ
る
「
都
市
と
自
然

が
調
和
し
た
、
安
心
・
安
全
で
活
力
あ

る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
予
算
編
成

と
な
っ
て
お
り
、
高
く
評
価
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　中
村

　孝
子
議
員

　
改
正
議
員
報
酬
等
が
反
映
さ
れ
て
い

る
点
は
遺
憾
。さ
ら
に
駅
舎
・
自
由
通
路

の
供
用
に
合
わ
せ
た
編
成
だ
が
、
小
学

校
ト
イ
レ
改
修
・
西
口
区
画
整
理
事
業

繰
出
し
等
評
価
。
駅
舎
整
備
後
も
幸
手

久
喜
線
拡
幅
に
つ
な
が
る
区
画
整
理
が

失
速
せ
ぬ
よ
う
強
く
要
望
。

　
　
　
　
　
　木
村

　治
夫
議
員

　
市
税
は
、
対
前
年
度
比
１
億
８
５
４

０
万
８
千
円
、
３
％
増
で
あ
る
。
国
の

地
方
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
く
国
庫
補

助
金
の
確
実
な
確
保
、
ま
た
大
規
模
事

業
の
実
施
、
市
の
将
来
の
財
政
運
営
に

配
慮
し
つ
つ
、
財
政
規
律
を
堅
持
し
、

確
実
な
ま
ち
づ
く
り
を
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

歳 入

反
対
討
論

賛
成
討
論

市税
37.9％
市税

37.9％

地方交付税
12.5％

地方交付税
12.5％

国庫支出金
16.5％

国庫支出金
16.5％

繰越金
3.0％
繰越金
3.0％

繰入金
7.9％
繰入金
7.9％

県支出金
5.3％

県支出金
5.3％

臨時財政対策債
4.5％

臨時財政対策債
4.5％

事業市債その他
3.5％

事業市債その他
3.5％

その他依存財源
5.7％

その他依存財源
5.7％ 自主財源

8,662,743千円

義務的経費
47.0％
義務的経費
47.0％

依存財源
7,997,257千円

投資的経費
11.4％
投資的経費
11.4％

その他経費
41.6％
その他経費
41.6％

生
活
支
援
の
た
め
に
扶
助
費
38
億
９
千
万
円

　
主
な
事
業
と
し
て
駅
舎
整
備
・
古
川
橋
架
替
・
小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど

歳 出

平成29年
　３月定例会

その他自主財源
3.2％

その他自主財源
3.2％

性質別歳出内訳

特別会計

　(単位：千円）

市 税
繰 入 金
繰 越 金
その他の自主財源
地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
臨時財政対策債
事 業 市 債 その他
その他 依 存 財 源

2,657,266
82,890

1,613,510
2,497,947

63,142
16,660,000

6,914,755
（41.6％）

物 件 費
維 持 補 修 費
補 助 費 等
繰 出 金
そ の 他

区　　　分

合　　計

義務的経費

投資的経費

その他経費

2,747,586
3,887,826
1,203,275

7,838,687
（47.0％）

予算額 小計（割合）
人 件 費
扶 助 費
公 債 費

1,906,558 1,906,558
（11.4％）普通建設事業

会　　計　　名

合　　　　　計

予　算　額
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計
幸手駅西口土地区画整理事業特別会計

特定の収入を特定の事業のため使う会計
                                             （水道事業を除く）

7,756,265千円
517,702千円

4,014,880千円
29,544千円

1,113,057千円
964,765千円

14,396,213千円
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20
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３
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、
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お
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３
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、
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が
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さ
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案
提
案
に
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、
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長
よ
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度
の
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が
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、
そ
の
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回
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が
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雇
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環
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の
改
善
の
兆

し
も
あ
り
、
市
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見
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み
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ま
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。
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建
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維 持 補 修 費
補 助 費 等
繰 出 金
そ の 他

区　　　分

合　　計

義務的経費

投資的経費

その他経費

2,747,586
3,887,826
1,203,275

7,838,687
（47.0％）

予算額 小計（割合）
人 件 費
扶 助 費
公 債 費

1,906,558 1,906,558
（11.4％）普通建設事業

会　　計　　名

合　　　　　計

予　算　額
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計
幸手駅西口土地区画整理事業特別会計

特定の収入を特定の事業のため使う会計
                                             （水道事業を除く）

7,756,265千円
517,702千円

4,014,880千円
29,544千円

1,113,057千円
964,765千円

14,396,213千円



こんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされました こんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされました

（4）（5）

問
　
臨
時
財
政
対
策
債
と
財
政
力
指
数

の
関
係
は
。

答
　
財
政
力
指
数
が
低
い
、
イ
コ
ー
ル

普
通
交
付
税
が
交
付
さ
れ
る
と
い
う
仕

組
み
が
今
の
財
政
制
度
で
あ
る
。
臨
時

財
政
対
策
債
は
、
地
方
交
付
税
を
、
借

金
と
い
う
地
方
債
の
形
で
振
り
替
え
る

と
し
て
い
る
の
で
、
地
方
交
付
税
（
普

通
交
付
税
）
と
し
て
考
え
て
い
る
。
財

政
力
指
数
が
下
が
る
イ
コ
ー
ル
交
付
税

の
算
入
額
が
増
え
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
民
生
費
県
補
助
金
の
減
額
は
。

問
　
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
つ
い
て
、

平
成
９
年
以
降
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
原

因
は
。

答
　
こ
の
時
期
の
地
方
公
共
団
体
を
取

り
巻
く
状
況
を
考
え
る
と
、
市
町
村
合

併
や
、
あ
る
い
は
各
市
町
村
に
お
い
て

財
政
状
況
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
と
い
う

こ
と
か
ら
、
市
長
等
が
、
自
主
的
に
期

限
を
切
っ
て
給
料
等
を
下
げ
て
い
る
条

例
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

　
幸
手
市
に
お
い
て
も
そ
う
い
っ
た
事

例
が
あ
っ
た
こ
と
も
全
て
含
め
た
上
で

開
催
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
認
識
は
し

て
い
る
。

問
　
幸
手
市
の
財
政
状
況
と
報
酬
の
関

係
性
は
。

答
　
報
酬
を
定
め
る
場
合
は
、
幸
手
市

の
予
算
規
模
や
財
政
規
模
、
人
口
規
模

等
を
類
似
団
体
と
比
較
し
、
今
回
の
報

酬
の
改
定
の
中
で
反
映
し
て
い
る
。

人
事
案
件

諮
問
第
３
号

諮
問
第
３
号

小

　林

　達

　郎

　氏

を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

諮
問
第
１
号

諮
問
第
１
号

新

　井

　和

　博

　氏

〈
人
権
擁
護
委
員
〉

〈
人
権
擁
護
委
員
〉

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

〈
議
案
第
28
号
〉

〈
議
案
第
28
号
〉

金

　子

　和

　彦

　氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

諮
問
第
２
号

諮
問
第
２
号

小

　林

　弘

　和

　氏

答
　
平
成
28
年
度
に
は
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
う
ち
吉
田
小
学
校
、
八
代
小

学
校
、
行
幸
小
学
校
の
３
カ
所
を
工
事

し
て
い
る
が
、
そ
の
補
助
金
を
約
２
５

０
０
万
円
見
込
ん
で
い
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
扶
助
費
等
に
係
る
補
助

金
が
若
干
減
っ
た
も
の
が
あ
り
、
合
計

す
る
と
３
３
０
０
万
円
の
減
額
に
な
る
。

問
　
幼
稚
園
使
用
料
の
減
額
は
。

答
　
平
成
28
年
度
当
初
予
算
の
算
出
時

と
比
較
し
て
、
児
童
の
数
が
約
11
人
減

っ
て
い
る
。
一
日
あ
た
り
の
保
育
料
が

１
万
円
な
の
で
、
12
カ
月
だ
と
影
響
力

が
か
な
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
使
用
料
に
つ
い
て
も
、
平
成

28
年
度
当
初
予
算
編
成
時
に
は
44
人
で

見
込
ん
で
い
た
が
、
平
成
29
年
度
は
マ

イ
ナ
ス
19
人
の
25
人
を
見
込
ん
で
い
る

こ
と
も
減
額
の
要
因
で
あ
る
。

問
　
軽
自
動
車
の
減
免
は
。

答
　
幸
手
市
に
お
い
て
は
、
身
体
障
が

い
者
等
に
対
す
る
軽
自
動
車
税
の
減
免

台
数
が
1
5
5
台
、
公
益
の
た
め
直
接

専
用
す
る
と
認
め
る
減
免
が
17
台
、
貧

困
に
よ
り
生
活
の
た
め
公
私
の
扶
助
を

受
け
る
者
の
減
免
が
５
台
、
以
上
の
1

7
7
台
で
あ
る
。

問
　
休
日
・
夜
間
受
付
業
務
委
託
の
状

況
は
。

答
　
本
年
度
、
２
年
目
に
な
る
が
、
夜

間
の
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
等
に
、

非
常
に
柔
軟
に
対
応
が
で
き
て
い
る
。

　
一
番
多
い
の
が
、
犬
猫
の
死
体
の
連

絡
が
夜
間
に
か
か
っ
て
き
て
い
る
。

　
そ
の
他
と
し
て
、
道
路
の
騒
音
な
ど

で
、
実
際
問
題
幸
手
市
で
は
行
っ
て
い

な
い
場
合
も
あ
る
が
、
担
当
課
の
方
に

問
い
合
わ
せ
れ
ば
そ
の
対
応
が
で
き
る
。

問
　
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
の
業
務
委
託
は
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
　
一
過
性
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
で
は

効
果
は
出
て
こ
な
い
の
で
、
何
ら
か
の

形
で
引
き
継
い
で
実
施
し
て
い
く
よ
う

検
討
す
る
。

　幸手市・久喜市・杉戸町は、関東平野のほぼ中
心に位置し、北に利根川、東に江戸川が流れる地
味豊かな地域である。
　平坦な地形のため、台風や集中豪雨時に低い場
所には雨水が溜まり、道路冠水被害、床下・床上
浸水被害が発生している。また、幸手市、杉戸町
の主に倉松川沿線においても、幾度となく浸水等
の被害が発生していることから、倉松川の改修整
備の促進・大島新田調節池の保水・遊水機能強化
を図って頂きたい。
　埼玉県管理の中川、倉松川、青毛堀川等の河川
改修は鋭意進められているものの、未改修部分の
残存に伴う流下阻害が内水被害の一因ともなって
おり、これら河川の堆積土砂の浚渫等の維持管理
による流下能力の確保はもとより、整備促進が急
務となっている。
　よって埼玉県においては、幸手市・久喜市・杉
戸町と連携し、埼玉県東北部の治水・排水対策事
業の促進を強く求めるものである。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を
提出する。
　埼玉県知事様
　　　　　　　幸手市議会議長　手　島　幸　成

　
男
女
共
同
参
画
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
し
、
全
て
の
男
女
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、
個
人
と
し
て
の
能
力
を
発

揮
し
て
自
主
的
に
行

動
で
き
る
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
こ
の
条

例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

問問 答

問問 答答

問 答答問

答 答問答 問

幸
手
市
議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
　
　（
議
案
第
１
号
）

平
成
28
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
５
号
）

（
議
案
第
14
号
）

平
成
29
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
　
　（
議
案
第
20
号
）

総
務
常
任
委
員
会

埼玉県東北部の治水・排水対
策事業の促進を求める意見書
［全会一致で可決］

　
平
成
９
年
以
降
改
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

今
回
報
酬
審
議
会
に
諮
問
し
た
結
果
、

改
定
す
る
旨
、
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　
民
間
橋
上
駅
舎
建
設
等
で
46
億
円
も

の
借
金
を
増
や
し
、
議
員
報
酬
引
き
上

げ
で
は
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
は

言
え
な
い
。
ま
た
、
同
規
模
団
体
と
の

比
較
も
検
討
項
目
の
一
つ
だ
が
、
適
正

な
議
員
活
動
の
対
価
に
関
し
、
十
分
な

合
意
形
成
が
さ
れ
た
と
は
思
い
難
い
。

　
議
会
は
合
議
制
の
意
思
決
定
機
関
と

し
て
、
議
員
の
責
任
と
役
割
は
大
き
く
、

専
門
性
、
専
任
制
が
必
要
で
、
幅
広
い

世
代
や
立
場
の
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
議
員
報
酬
は
、
働
き
盛
り
の
子

育
て
中
の
人
た
ち
の
生
活
が
、
成
り
立

つ
こ
と
も
必
要
で
、
公
正
性
、
透
明
性

の
上
か
ら
も
、
第
三
者
的
報
酬
等
審
議

会
の
答
申
に
沿
う
べ
き
も
の
で
す
。

幸手市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例等の一部を改正する条例（一部抜粋）

議員報酬月額の改定（第２条関係）
ア　議長　　　　　　　　　419,000 円→432,000 円
イ　副議長　　　　　　　　370,000 円→382,000 円
ウ　議会運営委員会委員長　354,000 円→365,000 円
エ　常任委員会委員長　　　354,000 円→365,000 円
オ　議員　　　　　　　　　343,000 円→353,000 円

施行期日　平成 29 年 4 月 1 日

幸
手
市
議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
を
賛
成
多
数
で
可
決

幸
手
市
議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
を
賛
成
多
数
で
可
決

幸
手
市
男
女
共
同
参
画

を
推
進
す
る
条
例
を

全
会
一
致
で
可
決

幸
手
市
男
女
共
同
参
画

を
推
進
す
る
条
例
を

全
会
一
致
で
可
決

倫
理
条
例
第
11
条
に
基
づ
く
公
表

　
小
河
原
浩
和
議
員
、
藤
沼
貢
議
員
、

手
島
幸
成
議
員
に
つ
い
て
は
、
幸
手
市

議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
第
４
条
第
１

項
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
に
な
り
ま
し

た
。
当
事
者
も
こ
れ
を
認
め
、
深
く
反

省
を
し
、
謝
罪
し
ま
し
た
。

幸
手
市
議
会
議
員
政
治

倫
理
条
例
に
反
す
る

事
件
に
つ
い
て

幸
手
市
議
会
議
員
政
治

倫
理
条
例
に
反
す
る

事
件
に
つ
い
て

反
対
討
論

賛
成
討
論


